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マルクス主義理論史研究の課題 (Ⅸ)
- ウォーラーステイン 『アフター ･
リベラリズム』によせて-.一･一｣ 1)





















































































































































































































































































































































































































































































































(3) 『近代世界システム- 農業資本主義と ｢ヨーロッパ世界経済｣の成立- 』 Ⅰ,
Il,(岩波書店,1981年),原著,TheModcTnWorld-System:CapitalistAgriculture
andtheOriginsoftheEuropeanWorld-Economy,AcademicPress,1974.『近代世界
システム 1600-1750- 重商主義と ｢ヨーロッパ世界経済｣の凍集- 』(名古屋大学
出版会,1993年),原著,TheModernWorld-System II:Mercanlilism andthe
ConsolidationoftheEuropean W~orld-Economy,1600J750,AcademicPress,
1980.『近代世界システム 1730-1840■S- 大西洋革命の時代- 』(名古屋大学出版
会,1997年),原著,TheModernWorld-System III･TheSecoTuiEraofGreat
ExJ,ansionoftheCapitalistWorld-Economy,1730-1840S,AcademicPress,1989.
(4) 『反システム運動』(大村書店,1992年)O原著は,AntisystemicMovements,
Verso,1989.
(5)この点についての私の見解については,拙著 『レーニンの経済学』(御茶の水書房,
1989年)の第2部 ｢帝国主義論と資本主義発展段階論｣を参照｡
(6) 『反システム運動』,164頁.
(7) 『反システム運動』における.マルクス主義,ナショナリズム,社会民主主義という
三大反システム･イデオロギーとの関係については,明確に語っているわけではない
が,旧左翼といういいかたで社会主義のなかに共産主義運動,社会民主主義運動,民族
解放運動の三つが含められているようにも思われる｡だが,それでは,民族解放運動は
社会主義なのか,ウォ-ラーステインはイェスともノーともいっているように思われ
るが,分明ではない｡
(8) 『アフター ･リベラリズム』,423頁｡
(9) 『アフター･1)ベラ1)ズム』,325頁,原著,p.215.
(10) 『新版 史的システムとしての資本主義』(川北稔訳,岩波書店,1997年),153-54
頁｡原著,HistoricalCapitalism withCapitalistCivilization.Verso,1995,p110.
(ll) 『アフター･I)ベラ])ズム』,329-336頁,原著,pp220-225.
(12) 『アフター･リベラリズム』,341-345頁,原著,pp.228-231.
(13)この点についての私の見解については,とりあえず平井俊彦編 『社会史思想史を学ぶ
人のために』(世界思想社,1994年)所収の拙稿 ｢マルクス主義の展開とその歴史的意
味｣を参照｡
-161-
